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新型コロナウイルス感染症の感染拡大が収まらず、今年の夏

休みも予定通りにはいかなかったかもしれませんが、８月２９

日（月）には、休み中に色々な体験をして成長した子ども達の

元気な声を聞くことができました。感染予防のため、始業式は

体育館に集まらず、Meet を活用した遠隔方式で行いました。

パソコンの画面を通してではありますが、真剣に話を聴く子ど

もたちの姿から２学期のやる気を感じました。今年度のキーワ

ード「きのうより一歩前進」を話題にし、昨日の自分をこえる

ために自分が決めた目標に向かって、自分を成長させる２学期

にしましょう。」という話をしました。「２学期ずっと変わらな

い大きな目標」と「行事等の節目で変わる目標」を一人一人が

しっかり考え、失敗をおそれず全力で挑戦し、友達と助け合い

ながら自分の成長を実感できる２学期となるよう、子ども達とのつながりを大切に教職員一同、

子どもたちと共に頑張って参ります。 

今年度も運動会は１０月なので、運動会に向けた全体練習はもう少し先になります。まずは、

学校の生活リズムにもどって、落ち着いて学習に取り組めるようにします。しばらくは厳しい残

暑が続くことが予想されます。学校では新型コロナウイルス感染症対策と熱中症の予防等、児童

の健康管理に十分気をつけ、日々の学習に取り組みます。各ご家庭でも、十分な睡眠とバランス

のとれた食事、休養にご留意いただき、毎朝の検温、うがい・手洗い等、子どもたちの体調管理

をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 ８月５日（金）に小学校の職員が、勝田ひまわり園に出向き、半日保育体

験をさせていただきました。これは、保育園の取組と小学校の取組をつない

で子ども達の豊かな育ちを保障していくための連携行事です。３歳児から５

歳児のクラスを中心に、園庭で一緒に遊んだり、教室で読み聞かせをしたり、

活動を見守ったりして、ひまわり園での子ども達の学び

を見させていただきました。たくさんの活動の中に自律

心や協同性、思考力の芽生え等、小学校の学習につなが

る要素（学びの芽）を見つけることができました。 

学校教育目標 ： 学びをつなぐ 心をつなぐ 未来へつなぐ 勝田っ子の育成 



 

熱中症対応やコロナ対応のため、サマースク

ールが中止となり、実施が危ぶまれていたPTA

プール開放ですが、熱中症対策として開始時間を早め、８時３０分から１０時まで行いました。

気温と水温が基準を超えて中止となる日もありましたが、開放できた日はたくさんの子どもたち

が利用してくれ、プールでは歓声が上がっていました。実施できた日も気温が高く、監視でお世

話になった保護者の皆様には大変なご苦労をおかけしました。ありがとうございました。 

 

 

 

７月２９日（金）、かつた市民セン

ターで中学校区合同のＰＴＡ夏季研

修会を開催しました。本年度は、「非

認知能力『レンズ』で“いいとこ”

みっけ！」と題して、津山教育事務所の小野哲哉先生が、

「非認知能力の伸ばし方」「非認知能力レンズで何を見

て、見つけたいいところをどう伝えたら良いのか」等に

ついて教えてくださいました。当日は、勝田中学校区の

保護者、地域の皆さん、教職員等、

合わせて３５名の参加があり、演

習や意見交流もしながら、非認知

能力について詳しく学ぶことが

できました。 

 

 

８月２１日（日）は、ＰＴＡ美

化作業でした。７時３０分開始で

したが、とても蒸し暑い中での作

業になりました。朝早くからたくさんの保護者の皆さん

にご協力いただき、草刈りや溝掃除等、効率的に作業を

すすめていただきました。５・６年生の児童も参加し、

学級園や花壇の草取りに汗を流しました。美しい環境の

もとで２学期がスタートしています。本当にお世話にな

りました。 


